
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
で
気
分
爽
快

三寄　幸二さん
（駒寄）

小池　理久さん
（溝祭）

議会を
　傍聴して

　
瓢ひ

ょ
う
た
ん箪
彫
の
魅
力

ま
ち
の散歩

道96

原
沢
　
髙
志
さ
ん
（
下
野
田
）

　

瓢
箪
彫
を
始
め
た
き
っ

か
け
は
、
会
社
経
営
を
や

め
た
の
を
機
に
、
あ
ま
り

お
金
の
か
か
ら
な
い
趣
味

を
探
し
て
い
た
こ
と
で
す
。

　

最
初
は
、
材
料
の
瓢
箪

作
り
か
ら
始
め
ま
し
た
。

し
か
し
、
瓢
箪
作
り
の
ノ

ウ
ハ
ウ
も
な
く
、
そ
こ
か

ら
勉
強
を
始
め
ま
し
た
。

特
に
、
良
質
な
１
㍍
近
い

長
さ
の
瓢
箪
は
、
一
本
の

苗
か
ら
、
葉
の
数
や
蔓つ

る

の

伸
び
方
な
ど
を
調
整
し
て
、

１
つ
し
か
採
れ
ま
せ
ん
。

　

収
穫
後
、
不
規
則
な
形

を
し
た
瓢
箪
の
表
面
に
、

連
続
す
る
幾
何
学
模
様
を

均
等
に
割
り
当
て
、
彫
っ

て
い
き
ま
す
。
こ
の
模
様

を
考
え
始
め
る
と
、
夜
も

眠
れ
な
く
な
り
ま
す
。

　

根
気
の
い
る
作
業
で
す

が
、
測
量
の
仕
事
を
し
て
い

た
せ
い
か
、
私
の
性
分
に
は

議
会
の
真し

ん

し摯
な

姿
に
安
心

　

最
近
の
国
会
中
継
を
見

て
い
る
と
、
年
金
カ
ッ
ト

法
案
、
カ
ジ
ノ
法
案
の
強

行
採
決
や
、
時
間
が
余
っ

た
と
い
う
理
由
で
、
全
く

無
関
係
な
般
若
心
経
や
好

き
な
漱
石
の
作
品
の
解
説

を
す
る
議
員
が
い
た
り
、

党
首
討
論
で
も
、
真
面
目

に
質
問
に
答
え
な
か
っ
た

り
。
非
常
識
な
、
不
誠
実

な
言
動
が
目
に
付
く
。
多

　

私
は
、
３
年
前
に
知
人

に
誘
わ
れ
て
、
パ
ー
ク
ゴ

ル
フ
を
始
め
ま
し
た
。
練

習
に
励
ん
で
い
る
に
も
か

か
わ
ら
ず
ス
コ
ア
は
、
い

ま
い
ち
で
す
。
や
っ
て
み

て
良
か
っ
た
と
思
う
こ
と

が
５
つ
あ
り
ま
す
。

一
、
適
度
な
運
動
、
緊
張

感
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
。

二
、
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
を
楽

し
む
仲
間
が
で
き
る
。

三
、
服
装
に
気
を
く
ば
り
、

少
し
お
洒し
ゃ
れ落
に
な
る
。

四
、
打
数
を
競
い
合
う
た

め
、
ボ
ケ
防
止
に
繋つ

な

が
る
。

五
、
地
域
の
人
と
交
流
親

睦
を
深
め
る
こ
と
が
で
き

る
。

　

皆
さ
ま
も
家
族
や
仲
間

と
一
緒
に
プ
レ
ー
を
楽
し

ん
で
み
て
は
い
か
が
で
す

か
。

　

テ
ィ
グ
ラ
ン
ド
に
た

ち
、
ボ
ー
ル
を
１
０
０

メ
ー
ト
ル
先
の
旗
に
向

か
っ
て
の
シ
ョ
ッ
ト
。

「
気
分
爽
快
で
す
よ
」

分
、
国
民
の
代
表
と
し
て

議
員
で
い
る
の
だ
と
い
う

自
覚
が
欠
如
し
て
い
る
た

め
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

町
議
会
を
は
じ
め
て
傍

聴
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
吉

岡
町
議
会
が
、
真
摯
に
各

問
題
に
取
り
組
ん
で
い
る

姿
を
確
認
で
き
、
少
し
安

心
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
吉

岡
町
の
将
来
を
見
据
え

た
議
論
が
活
発
に
行
え

る
よ
う
な
議
会
を
期
待

す
る
。

定
例
会

委
員
会
審
査

補
正
予
算 

ほ
か

一
般
質
問

臨
時
会

視
察
・
研
修

ま
ち
の
散
歩
道 

ほ
か

あ
っ
て
い
る

よ
う
で
す
。

今
後
は
、
篆て

ん

刻
を
始
め
よ

う
か
と
道
具

を
そ
ろ
え
、

勉
強
を
始
め

ま
し
た
。
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自
動
車
運
転
に
思
う
こ
と

山口　恵子さん
（小倉）

問１

問２

問３

１２月定例会の会期は何日間だったでしょう。
Ａ．１２日間　　Ｂ．１３日間　　Ｃ．１４日間
勤労者住宅資金利子補給の平成 27年の利用件数
は何件でしょう。
Ａ．６８件　　Ｂ．８５件　　Ｃ．８８件
１２月定例会の一般質問は何人が行ったでしょ
う。Ａ．５人　　Ｂ．６人　　Ｃ．７人

[ 応募方法 ]
○はがきに答えの記号（例１―A）、住所、氏名、年齢、
職業（学校名）を書いてください。
○正解者の中から抽選で５人の方に、図書カードをプ
レゼントします。
○ご意見やご要望などもあわせてお寄せください。「お
便りコーナー」で紹介します。
○あて先
　〒 370―3692
　吉岡町大字下野田 560 番地　役場議会事務局
○締め切り　３月１日（当日消印有効）

前回の正解は１－Ａ . ２－Ｂ . ３－Ｂでした。
応募者の中から、抽選の結果次の方に図書カードを贈
ります。（敬称略）
・小林　芳子（小倉）　・大武　文江（大久保）
・石田　琉星（漆原）　・深野　　正（大久保）
・村上　靖明（漆原）

よ し お か

ク イ ズ
No.

114

共に研修　
県外から吉岡町議会へ視察に訪れました。

～視察の受入～

とき 訪れた
町村 視察内容

１０月２６日
長野県
御
み

代
よ

田
た

町
まち 議会だよりの編集について

　
最
近
、
高
齢
者
の
自
動

車
事
故
が
多
い
。
私
自
身

も
、
40
歳
を
過
ぎ
た
頃
か

ら
、
運
転
に
不
安
を
感
じ

る
時
が
あ
る
。
私
の
家
の

前
の
道
路
は
渋
川
と
榛
東

を
繋
ぐ
裏
道
で
、
一
時
停

止
無
視
に
よ
る
事
故
が
よ

く
起
き
る
。
歩
道
の
な
い

裏
道
は
通
学
す
る
学
生
が

多
い
の
で
、
特
に
注
意
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
事

故
の
な
い
吉
岡
町
を
目
指

し
、
一
人
一
人
が
自
分
の

運
転
を
過
信
せ
ず
、
譲
り

合
い
の
気
持
ち
を
持
っ
て

運
転
を
心
が
け
て
い
け
た

ら
よ
い
。
ま
た
、
運
転
に

自
信
が
な
く
な
っ
た
ら
、

高
齢
者
の
方
は
、
ご
自

身
の
た
め
に
も
免
許
返

納
と
い
う
考
え
も
必
要

か
と
思
う
。

定
例
会

委
員
会
審
査

補
正
予
算 

ほ
か

一
般
質
問

臨
時
会

視
察
・
研
修

ま
ち
の
散
歩
道 

ほ
か

皆さんの傍聴を
お待ちしています

次の議会は３月上旬を予定しています。
会議は９時３０分から始まります。
是非お越しください。
詳しい日程などは広報よしおか２月号
に掲載されます。
また、まちホームページでもお知らせ
します。

氏　名 異動後　所属・職名
（異動前　所属・職名）

田中　美帆 議会事務局・主事
（財務課税務室・主事）

　議会では１月１日付で次の通り人事異動が
ありました。

議会事務局人事

 表紙の写真
　元朝の漆原神社で、初々しい巫女らによって、氏
子をはじめ地域住民の五穀豊

ほうじょう

穣、家内安全、交通安全、
そして、健康・長寿など祈願する「巫女の舞」が神
前に奉納されていました。
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吉
岡
町
議
会
だ
よ
り
No 114

発　

行　

吉
岡
町
議
会

責
任
者　

議
長　

岸　

祐
次

編　

集　

議
会
広
報
常
任
委
員
会

群
馬
県
北
群
馬
郡
吉
岡
町
大
字
下
野
田
５
６
０

　

０
２
７
９ ―

 

54―
 

３
１
１
１

☎

●●●

25 15

26

野田神社

高
崎
渋
川
バ
イ
パ
ス

吉岡郵便局

吉岡町役場

関

越

自

動

車

道

至新潟

野田宿

鬼ヶ橋

小 倉

25
高
崎
渋
川
線

忠兵衛の墓

　四代将軍家綱の頃で、秣場についての
権利争いである。
　二ツ岳は古くから入会秣場（権利を持
つ村々の人達は馬草刈りに入っても良い
所）で、榛名山のふもとの村々が、馬草
を刈取りに入っていたものらしい。
　1631年、三国街道に杢ケ橋関所が設け
られた為に脇往還である伊香保にも関所
が置かれた。その為、通行人が気侭に通
行出来ない様「堀切」が造られ、はから
ずもこの堀切が論争の原因となった。
　1667年４月、桃井領の者が数名で、馬
草を刈っていると、伊香保の者が来て「先
年、公儀から関所の堀切がなされた時、
ご法度にそむいて、人馬が勝手に通行し
てはならぬ事になっている。」と言う。こ

れを聞いた名主達は「堀切が造られた際、
地頭所に、秣場へ行く道が塞がれては困
りますと申し上げたら、高崎城主井伊掃
部頭様がご相談なさり、木こり、草刈、
耕作人は通行差支えないと言う地頭所役
人連印の御証文迄頂いてある」と答えた
が伊香保側は理屈を並べ、和解ができず、
やむなく奉行所へ訴え出た。
　1668年７月検使を遣わし現地で裁定
し、主席検使が持っていた竹の杖を二つに
切り、村々の総代の居並ぶ処に投げたとこ
ろ、下野田の名主忠兵衛、すかさずこれを
拾い上げ「二ッ嶽（竹）有難く頂戴致しま
す。」と申し上げ。桃井十三ケ村側の勝訴
となった。

参考文献「吉岡村誌」

キラリよしおか古語り
いにしえ

編
集
後
記

編
集
委
員

委  

員  

長　

坂
田　

一
広

副
委
員
長　

金
谷　

康
弘

委　
　

員　

村
越　

哲
夫

　
　
　
　
　

竹
内　

憲
明

　
　
　
　
　

柴
﨑
德
一
郎

　
　
　
　
　

大
林　

裕
子

　
　
　
　
　

富
岡　

大
志

　

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。本
年
も「
よ
し
お
か

議
会
だ
よ
り
」を
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。　

　

今
期
の
議
会
広
報
常
任
委
員

は
、今
回
で
７
回
目
の
広
報
編

集
で
す
。こ
れ
か
ら
も
、よ
り
読

ま
れ
や
す
い
、興
味
を
持
っ
て
読

ん
で
も
ら
え
る
よ
う
な
広
報
と

な
る
よ
う
、努
め
て
い
こ
う
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
定
例
会
は
７
人
の
議

員
が
一
般
質
問
を
し
ま
し
た
。一

般
質
問
の
コ
ー
ナ
ー
は
、質
問
す

る
議
員
が
注
目
し
て
い
る
と
こ

ろ
や
、ま
ち
に
対
す
る
考
え
を

知
る
一
番
の
場
所
と
し
て
、関
心

を
も
っ
て
読
ん
で
い
た
だ
け
れ

ば
幸
い
で
す
。

（
富
岡　

大
志
）

二
ツ
岳
秣
場
論
争

二
ツ
岳
秣
場
論
争

いり  あい

ま　

 

ぐ      

さ　

 

ば

下野田に残る
名主忠兵衛の墓

か

もんのかみ
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